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平成 16年 11 月 18 日 

各 位 

                        株式会社 りそなホールディングス 

 株 式 会 社  り そ な 銀 行 

 株 式 会 社  奈 良 銀 行 
 

りそな銀行と奈良銀行の合併基本合意について 
 
株式会社りそなホールディングス（社長 川田 憲治）は、本日、傘下銀行である株式会社

りそな銀行（社長 野村 正朗）と、同じく傘下銀行である株式会社奈良銀行（社長 上林 義

則）が、関係当局の認可を前提として平成 18 年 1月 1 日を目途に合併することについて基

本合意いたしましたので、以下の通りお知らせいたします。 

 
１． 合併の趣旨 

りそなグループは地域やお客さまから最も支持されるコミュニティ・バンク・グループ

を目指しており、りそな銀行と奈良銀行の合併により、奈良県における営業力をより一層

強化し、地域のお客さまに提供するサービスのレベル向上を目指してまいります。 

当合併は、りそな銀行にとっては奈良県における現在の地域運営（＊）を一層発展させる

ものであり、奈良銀行にとっては地域のお客さまとともに栄えるという創業以来の精神を

より強力に実現させるものです。 

いいかえるならば、当合併は、実質的には奈良銀行とりそな銀行奈良地域の一体化であ

り、地域銀行としての奈良銀行の精神を活かしたうえで両者のもつ強みを融合し、県内に

おいて責任と権限を有する地域運営を積極的に推進していくことを目指すものであります。 
 

（＊）地域運営とは…お客さまに最も近く、ニーズを的確に把握できる地域責任者に大幅な権限委譲を行ない、地域特

性を踏まえつつ柔軟でスピード感ある分社型経営を目指す取組み。 
 

 
２． 基本合意の概要 

（合併期日） 

 合併期日は、平成 18年 1月 1 日を目途とします。 

（合併形態） 

 りそな銀行を存続会社とします。 

（合併比率） 

 合併比率は、今後検討のうえ決定します。 

 

（従業員） 

 りそな銀行は奈良銀行の従業員を承継いたします。合併後の人事制度については、りそ

な銀行の人事制度を適用する前提で、今後検討します。 
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（店舗ネットワーク） 

 りそな銀行は奈良銀行の店舗を承継し、より一層、お客さまの利便性に資する効率的な

店舗ネットワークを構築してまいります。 

（システム） 

 合併後はりそな銀行の統合システムを使用します。 
 
３． 合併後の運営 

 基本合意を踏まえ、合併後の奈良県における運営方針について、りそな銀行、奈良銀行

ならびにりそなホールディングスの 3社で、以下の方向にて協議を行ってまいります。 

（基本方針） 

地域の皆さまに身近な銀行として、奈良県における金融サービスの質・量・利便性の向

上を目指してまいります。 

・合併後のりそな銀行奈良地域の責任者が地域運営の権限をもち、奈良県のお客さまにか

かる業務を基本的に地域で完結できる体制とすることを目指します。 
・奈良銀行が培ってきた地域密着型サービスを、りそな銀行のもつ幅広い金融サービスと

融合することで、奈良県において従来以上に利便性や付加価値の高いサービスを提供し

てまいります。 
・奈良県において存在感のある銀行となるべく、預金、貸出金の増強に努めてまいります。 
・サービスの向上を目指し、奈良県における営業戦力についても大幅な増強を行ってまい

ります。 
・お客さまにとって利便性の高いネットワークを構築いたします。 

（目標） 

上記の基本方針にそって、奈良県内金融機関第 2位の地位を確立いたします。 

【 奈良県内計数（16 年 3月末現在） 】 
 りそな銀行 奈良銀行 両社合算 
  ｼｪｱ  ｼｪｱ  ｼｪｱ 順位 
預金残高 
(A) 

3,366
億円 

6.0
％ 

1,551
億円 

2.8
％ 

4,917
億円 

8.8 
％ 
3 位 

貸出金残高 
(B) 

1,969
億円 

7.1
％ 

1,324
億円 

4.8
％ 

3,293
億円 

11.9 
％ 
2 位 

預金・貸出金残高 
(A)+(B) 

5,335
億円 

6.4
％ 

2,875
億円 

3.4
％ 

8,210
億円 

9.8 
％ 
3 位 

有人店舗数 
（注） 

8 ヵ店 4.9
％ 

14 ヵ店 8.5
％ 

22 ヵ店 13.4 
％ 
2 位 

※ 16 年 3 月末現在の奈良県内営業店計数 
シェアと順位は、普通銀行および信用金庫の 16 年 3月末現在の奈良県内 
営業店計数との比較 

（注）奈良銀行の店舗数は 16 年 9月末現在（16 年 3月末は 18 ヵ店） 
以 上 
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【合併に向けての具体的営業施策】 

 合併に向け、以下の施策を、本年 12月以降順次実施してまいります。 

① お客さまの声をお聞かせいただく会 

・ 奈良銀行とりそな銀行奈良地域合同にて、地域のお客さまのご意見をお聞かせいた

だく会を開催し、今後の地域の運営に活かしてまいります。 

② 合同商談会 

・ りそな銀行のお取引先と奈良銀行のお取引先との合同商談会を開催いたします。 

③ 相続・資産運用出張ミニセミナー 

・ 奈良銀行とりそな銀行奈良地域におきまして、相続や資産運用にかかるミニセミナ

ーを、お客さまのご要望に応じお客さまのご希望される日時・場所に私どもが出向

き、開催いたします。 

④ 共同キャンペーン 

・ 奈良銀行とりそな銀行奈良地域合同で、以下をはじめとして各種キャンペーンを順

次展開してまいります。 

『ウェルカムキャンペーン（仮称）』 

・ 奈良銀行およびりそな銀行奈良地域の各店において新規に口座を開設していただ

いたお客さまに、地元にちなんだノベルティをプレゼントいたします。 

   （平成 16 年 12 月上旬～平成 16年 12 月末（予定）） 

『クリスマスキャンペーン（仮称）』 

・ 奈良銀行およびりそな銀行奈良地域の各店において投資信託（300 千円以上）、個人

向け国債（1,000 千円以上）をご購入いただいたお客さまに、地元特産品をプレゼ

ントいたします。 

   （平成 16 年 12 月上旬～平成 16年 12 月 24 日（予定）） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご参考 
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【りそな銀行・奈良銀行 概要】 

※ 平成 16 年 9 月末現在（ただし、預金残高、貸出金残高は平成 16 年 3月末現在） 
※ 社員数には、臨時雇用および嘱託を含みません。 

 株式会社 りそな銀行 株式会社 奈良銀行 

  内、奈良地域  

本店所在地 

 

大阪府大阪市中央区 

備後町 2 丁目 2 番 1号 

― 奈良県奈良市 

下三条町 8 番地 

代表者 

 

社長 野村 正朗 ― 社長 上林 義則 

社員数 

 

9,751 人 95 人 223 人 

国内 

有人店舗数 

339 ヵ店 8 ヵ店 16 ヵ店 

（内、奈良県 14 ヵ店） 

国内 

店舗外 ATM 数 

526 ヵ所 10 ヵ所 28 ヵ所 

（内、奈良県 26 ヵ所） 

資本金 

 

2,799 億円 ― 58 億円 

預金残高 

 

20 兆 3,288 億円 3,366 億円 1,635 億円 

貸出金残高 

 

18 兆 5,905 億円 1,969 億円 1,336 億円 

株主 

 

株式会社りそなホール

ディングス（100％） 

― 株式会社りそなホール

ディングス（100％） 

設立 

 

平成 15 年 3 月 ― 昭和 28 年 3 月 

ご参考 


